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　令和５年６月26日付けで書面決議が行われた定時評議員会において、新役員選任議案が承認され、役員等推薦委員会か
ら推薦のあった理事候補者25名及び監事候補者３名が原案のとおり選任されました。
　また、令和５年６月26日の臨時理事会において、会長・副会長・専務理事を選任しました。
　新役員体制は次のとおりです。

　会　　長　鶴田　有司
　副 会 長　辻　　良之 ・ 田口　　將 ・ 平川　順一 ・ 千田　裕之
　専務理事　千葉　雅也
　理　　事　阿部　芳久 ・ 伊藤　　泉 ・ 伊藤　英幸 ・ 小笠原重夫 ・ 利部　陽子 ・ 齊藤　豊隆
　　　　　　佐原　賢一 ・ 三戸　範之 ・ 鈴木　雄大 ・ 鈴木　信行 ・ 田口　　康 ・ 千葉　玲佳
　　　　　　冨樫　義史 ・ 奈良　　薫 ・ 平野　　順 ・ 藤原　甚英 ・ 松本　奈緒 ・ 村上　聖子
　　　　　　安田　真人
　監　　事　石田　貞雄 ・ 佐藤　信英 ・ 髙橋　真一

千田　裕之　新副会長　
　この度の役員改選に伴い副会長の重責を担うこととなりました。担当する｢スポーツ医・科学
委員会」の業務執行を辻良之副会長と共に円滑に遂行してまいります。
　これまで長年強化部門に携わっており、特にバスケットボール競技を通して強化の難しさも
数多く経験してまいりました。これまでも、理事として各競技団体とのヒアリングを行い強化
への対応をさせていただきましたが、今後は選手の皆様の身体について「体力強化・体調管
理・怪我の予防・リハビリ・メンタル強化」等を万全に対応するため、委員会から各種情報を
発信してまいります。
　強化計画「第２期チームＡＫＩＴＡ1,000点プラン」の目標を達成するため、関係各位の皆
様と共に、その努力を惜しまない覚悟をもって愚直に活動をしてまいりますので、ご指導ご鞭
撻の程よろしくお願い申し上げます。

［略歴］
　一般社団法人秋田県バスケットボール協会会長。バスケットボール選手として、県立能代工業高校（現能代科学技術高
校)､実業団の三菱金属やJR東日本秋田でプレーし、現役引退後はJR東日本秋田の監督、本県成年男子の監督を務めるな
ど本県の競技力の向上に大きく寄与している。令和３年からは本会理事等を歴任。

【令和５年４月時点】
【事業方針】
　「スポーツ立県あきた」宣言の実現を目指し、国民体育大会（以下「国体」という｡)やオリンピック等の大舞台で活躍
できる選手を育成・強化するほか、スポーツへの参加人口・機会の促進等を図るため、加盟競技団体、加盟地域団体、加
盟学校体育団体（以下「加盟団体」という｡)並びに県等の関係機関と連携・協力し、各種事業を積極的に推進する。
　特に、国体等での勝利を目指して頑張っている選手やチームを支援するほか、多くの県民が生涯にわたり健康で生き生
きと暮らせるよう、スポーツ・運動機会の充実を図るため関係機関と一体となって取組を推進する。

１　競技スポーツ事業

　　第74回県民体育大会を東北総合体育大会・国体の予選会として開催する。

２　競技力向上対策事業

　　強化計画「第２期チームＡＫＩＴＡ1,000点プラン」に掲げる対策を強力に推進する。
　　特に、競技団体毎の中学校・高校年代までの一貫した指導体制をもとにした国体少年種別の強化、社会人チーム及び
女子種目の強化を図るほか、東北ブロック大会を勝ち抜くため各県戦力の調査・分析を実施する。
　⑴　スポーツ医・科学の活用
　⑵　東北ブロック大会・国民体育大会への派遣
　⑶　チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム等による選手育成・強化、指導者養成
　⑷　トップアスリートの支援
　　　オリンピック・パラリンピックを目指す選手を支援するほか、本県出身者等が県内に就職して安心して競技を続け
られるように支援するなど、社会人スポーツ選手等の競技力向上を図る。

［略歴］
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３　スポーツの普及等に関する事業

　⑴　普及啓発・広報事業
　　　機関誌「スポーツ秋田」の発行や、ホームページによる情報発信を行う。
　⑵　スポーツ普及推進事業
　　　県民がスポーツに親しむ機会の増加と様々なスポーツの普及を推進するため、加盟団体が実施するスポーツ事業を
支援する。

　⑶　スポーツ表彰・顕彰事業
　　　本県の体育･スポーツの振興に寄与し、その功績が顕著な者を選考し、その栄誉を顕彰する。
　⑷　人見スポーツ傷害基金事業
　　　スポーツによる身体傷害防止に関する講習会・研修等を開催する。
　⑸　共同主催及び後援事業
　　　県民の体育・スポーツの技術向上又は普及・振興に寄与すると認められる競技会、研修会、講習会等の各種事業に
対して、団体等と共同主催あるいは後援をする。

　⑹　スポーツ安全保険業務
　　　アマチュアスポーツ・文化・バラエティ・地域・指導活動を行う４名以上の社会教育関係団体に対し、団体活動中
の事故及び通常経路往復中の事故の補償を行うスポーツ安全保険への加入の普及を行う。

４　生涯スポーツ推進事業

　⑴　総合型地域スポーツクラブの支援事業
　　　県広域スポーツセンターと連携し、総合型地域スポーツクラブ登録・認証するための支援を行うとともに、すでに
登録・認証済みのクラブに対しては、日本スポーツ協会が掲げる「スポーツを核とした豊かな地域コミュニティの創
造」の基本理念を踏まえ、クラブ育成や支援を行う。

　⑵　スポーツ指導者養成事業
　　　都道府県スポーツ指導者研修会や日本スポーツ協会公認コーチ１・２養成講習会を開催する。
　⑶　スポーツ少年団交流大会
　⑷　スポーツ少年団指導者育成事業

５　組織の運営及び財政の確立

　本会事務局組織の活性化と業務の円滑化を図るため、職員を適材適所に配置するほか、処遇の改善を図る。
　また、事業推進には、安定した財政基盤が必要であり、関係機関・企業等に対し、本会の事業の重要性について理解を
得て寄付を募るほか、賛助会員制度や収益事業による自主財源の確保と、効率的な事業執行による経費節減に努める。

●令和５年度　県スポーツ協会　今後の主要行事予定
行　　　事 実施予定日 場　　　所

第78回国民スポーツ大会冬季大会
　•スケート、アイスホッケー競技会
　•スキー競技会

令和６年１月27日～２月３日
令和６年２月21日～24日

北海道（苫小牧市）
山形県（山形市ほか）

第３回定例理事会 令和６年３月上旬 未定
臨時評議員会 令和６年３月下旬 未定

●令和５年度　県スポーツ少年団　今後の主要行事予定
行　　　事 実施予定日 場　　　所

創設60周年記念式典 令和５年10月22日 ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田
第46回秋田県スポーツ少年団大会
　•柔道
　•ミニバスケット
　•卓球
　•スキー（アルペン）
　•スキー（クロスカントリー）
　•スキー（ジャンプ）

令和５年10月22日
令和５年11月25日～12月３日
令和５年11月19日
令和６年
令和６年
令和６年

県立武道館
田沢湖スポーツセンター
由利本荘市総合体育館
稲川スキー場
たざわ湖スキー場
花輪スキー場

東北ブロックスポーツ少年団競技別交流大会
　•柔道
　•ミニバスケット

令和５年12月２日～３日
令和６年２月24日～３月３日

岩手県
田沢湖スポーツセンター

全国競技別交流大会
　•サッカー
　•バレーボール
　•剣道

令和５年12月下旬
令和６年３月28日～31日
令和６年３月29日～31日

鹿児島県
宮城県
群馬県

常任委員会 随時 県スポーツ科学センター
委員総会 令和６年３月上旬 県スポーツ科学センター
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特別国民体育大会注目選手（競技団体コメント）
選手名 競技種目 内　容（話題性）

佐
サトウ
藤 音

オト ハ
葉

体操
トランポリン
女子

H30～Ｒ４東北トランポリン競技選手権
チャンピオン。
昨年の栃木国体では本番で腰を負傷してし
まい悔しい結果だったため、本年度は納得
のいく演技で決勝進出を狙いたい。

髙
タカハシ
橋　　蓮

レン

バレーボール
ビーチバレーボール

少年男子

高校で６人制バレーを行う中で、チームメ
イトでペアを組みビーチバレーボールに取
り組んできた。週末はクラブチームで練習
し、東北大会や全国大会（全日本ビーチバ
レージュニア男子選手権）に出場しながら
経験を積み重ね、実力を磨いてきた。国体
での活躍を期待している。

若
ワカマツ
松 涼

リョウスケ
介

門
モン マ
間 順

ナオ キ
輝

レスリング
成年男子

フリースタイル97㎏ 級

昨年の栃木国体成年フリースタイル97㎏ 級
第５位。
チーム最年長（37歳)｡

安
ヤス ダ
田 拓

タク ト
斗

レスリング
成年男子

フリースタイル125㎏ 級

昨年の栃木国体成年フリースタイル125㎏級
第３位。
全日本社会人選手権フリースタイル125㎏級
第１位。

岩
イワサワ
澤 希

キ ワ
羽

レスリング
女子

フリースタイル63㎏ 級

昨年の栃木国体女子フリースタイル62㎏級
第５位。
全日本社会人選手権フリースタイル62㎏級
第２位。
姉妹そろっての出場（姉)｡

岩
イワサワ
澤 愛

ア キ
希

レスリング
女子

フリースタイル53㎏ 級

２度目の国体出場。
姉妹そろっての出場（妹)｡

織
オリヤマ
山 昭

アキナリ
成

レスリング
少年男子

フリースタイル125㎏ 級

全国高校選抜大会125㎏級第３位。
JOCジュニアオリンピックカップ（Ｕ20）
125㎏級第３位。
インターハイ125㎏級第３位。
全国高校生グレコローマン選手権大会125㎏
級第１位。

山
ヤマザキ
崎 優

ユウ コ
子

ローイング
少年女子

舵手付クォドルプル

昨年の栃木国体で少年女子シングルスカル
６位入賞の選手。
今回はクルーボートでチームを引っ張り二
年連続の入賞を目指します。

髙
タカハシ
橋　　凛

リン
競泳

少年女子Ａ
50ｍ・100ｍ自由形

昨年の栃木国体では、少年女子Ｂで50m４
位、100m５位入賞を果たした。
鹿児島特別国体でも２種目入賞を狙う。
北海道インターハイ女子50m自由形第５
位。

白
シラトリ
鳥 航

コウセイ
生

競泳
少年男子Ａ
200ｍ背泳ぎ

昨年の栃木国体では、少年男子Ｂの100ｍ背
泳ぎで６位入賞。
今年から少年男子Ａとなったが、得意の200
ｍでの入賞を目指す。
北海道インターハイ男子200ｍ背泳ぎ第６
位。

鈴
スズキ
木 大

ダイ ト
斗

競泳
少年男子Ａ

400ｍ個人メドレー

昨年の栃木国体では、少年男子Ｂの200ｍ個
人メドレーで７位入賞。
今年は少年男子Ａ400ｍ個人メドレーにおい
て入賞を目指す。

小
コダマ
玉 颯

ハヤ タ
太

ウエイトリフティング
少年男子
+102㎏ 級

昨年度の国体では、少年+102㎏級でスナッ
チ種目で６位入賞をしています。今年度は
スナッチとクリーン＆ジャークの両種目で
の入賞が期待されている。

佐
サ サ キ
々木 翼

ツバサ
カヌーＳＬ・ＷＷ
成年男子

WWスプリント

カヌー競技において全種目に精通してお
り、鹿児島国体において、最も点数が取れ
るワイルドウォーター競技スプリントにお
いて、５位以上目標。

菅
スガワラ
原 一

イチ ト
柊 スポーツクライミング

成年男子

一昨年参加したボルダリングジャパンカッ
プの予選を突破し本選へ出場した若手アス
リート。
現在は県外の大学へ進学しているが勉学と
ともにクライミングの実力を伸ばしており
今大会でも成績が期待できる選手。

野
ノザカ
坂　　条

ジョウ テニス
少年男子

１年生から国体に出場、兄に続いての国体
出場。

佐
サトウ
藤 大

ダイ キ
樹 トライアスロン

成年男子

大学進学後に陸上競技からトライアスロン
競技に転向。昨年の栃木国体では、直前の
コロナ感染により無念の選手交代。リベン
ジを期す今期は、既に関東選手権・日本Ｕ
23スプリント選手権でともに完走し、関東
学生選手権では４位入賞するなど、実力を
伸ばしている。ランの実力は既に入賞レベ
ル。苦手とするスイムの克服がカギとな
る。

選手名 競技種目 内　容（話題性）

半
ハンダ
田 恭

ヤスアキ
明 トライアスロン

成年男子

昨年は佐藤選手のコロナ陽性により、予備
登録選手として急遽の出場ながら見事完走
（88位)｡今年は正選手として昨年以上の成
績を目指す。

小
コムロ
室 絵

エ リ ナ
利奈

トライアスロン
成年女子

昨年の栃木国体では、各パートをそつなく
こなして完走（62位)｡
連続出場となる今大会は昨年を上回る順位
を狙っていく。

小
オ ノ
野 史

フミ カ
佳

男子の佐藤選手と同様、大学からトライア
スロン競技を始めた選手。今年６月の日本
学生選手権予選では惜しくも本戦出場権
獲得を逃したものの、確かな成長を感じさ
せた。国体での完走・上位進出を期待した
い。

髙
タカハシ
𣘺 凛

リオ ン
恩

なぎなた
少年女子
演技・試合

埼玉県より農業となぎなたを両立するた
め、単身で大曲農業高に進学して、現在２
年生。
中学からなぎなたを始め、全国中学生大会
では演技でベスト16に入っている。
高校進学後も全県高校総体、インターハイ
で活躍している。

曽
ソ ネ
根 夏

ナツ キ
姫

バドミントン
成年女子

2019年大阪インターナショナル・ダブルス
優勝。
スピード感ある前衛に注目。

小
コマツ
松　ゆい 身長178㎝ の高い打点から打つスマッシュに

注目。

田
タナカ
中 果

カ ホ
帆

2019年高校選抜シングルス16強。
2019年全日本ジュニア選手権大会ダブルス
８強。
気迫や声の大きさに注目。

山
ヤマウチ
内　こころ

バドミントン
少年女子

２年生ながら全県総体シングルスで優勝。
小･中･高すべての年代の全国大会に出場
し、経験豊富。多彩なショットを打ち分け
るコントロール力が武器。

小
コダマ
玉 和

ワ カ ナ
佳奈

２年連続インターハイ出場。ＪＯＣ秋田県
予選ではダブルス、シングルスともに優勝
し、全国大会に出場予定。サウスポーから
繰り出すショットが武器。

伊
イトウ
藤 明

ア ス カ
日香

２年連続インターハイダブルス出場。ダブ
ルスもシングルスもこなせる器用な選手。
恵まれた体格から放たれる鋭いショットが
武器。

高
タカハシ
橋 風

フウ コ
子 フェンシング

成年女子 10回目の国体出場。

渋
シブヤ
谷　　志

ノゾミ
ライフル射撃競技
成年男子
ＦＲ60ＰＲ

ライフル競技伏射種目の第一人者。充分な
練習時間が確保出来ない中、持ち前の技術
でブロック予選を通過。本戦入賞経験も多
く、今年の国体も期待される。

石
イシヅカ
塚 音

ト ワ
羽

ライフル射撃競技
成年男子
ＡＲ60

社会人になって初の国体出場。ジュニア時
代からの代表経験者で、落ち着いた射撃が
見所。強豪の多い種目でどこまで成績を伸
ばしていけるか、期待したいところ。

榎
エノキ
　　春

ハル ト
音

ライフル射撃競技
少年男子
ＡＲ60Ｊ

昨年の国体はBR60Jで出場し、見事ファイ
ナルに進出。秋田県勢唯一の入賞を果たし
た。今年のブロック予選では大会新記録で
予選１位通過。予選とは別に参加したBR60J
も大会新記録で優勝。２年連続の入賞への
期待が高まる。

渡
ワタナベ
邊 結

ユウ ト
翔

ライフル射撃競技
少年男子
ＢＲ60Ｊ

国体初出場。ブロック予選では、自己ベス
トとなる得点を挙げ、堂々１位で予選を突
破。本大会での好成績も期待される。

平
ヒラカワ
川 慶

ケイシン
真

ライフル射撃競技
少年男子
ＢＰ60Ｊ

昨年に引き続き２度目の出場。卓越した技
術を持ちながら昨年は成績に結びつかな
かったが、今年のブロック予選では課題を
克服し安定した射撃により、第１位で予選
突破。国体でのファイナル進出を狙う。

三
ミウラ
浦 寿

ジュ ナ
花

ライフル射撃競技
少年女子
ＢＰ60ＷＪ

平川選手とともに昨年に引き続き２度目の
出場。今年の予選は持ち前の安定した射撃
で第１位で国体チケットを獲得した。昨年
の国体では同点でありながら競技規定によ
りファイナル進出を逃したが、上位３位以
内も狙える全国的にも上位の実力者。リベ
ンジに大きな期待がかかる。
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選手名 競技種目 内　容（話題性）

佐
サトウ
藤　　亮

リョウ
ライフル射撃競技
成年男子
ＣＦＰ

昨年初めての国体を経験。勤務の合間を
縫ってのわずかな練習時間を最大限有効に
活用し、独自で研究を重ねて臨む２度目の
国体では、大きな飛躍を期待したいとこ
ろ。

児
コダマ
玉　　樹

イツキ

ラグビーフットボール
成年男子

秋田工業高（主将）→明治大→東芝ブレイ
ブルーパス東京→秋田ノーザンブレッツ。
代表歴：U17日本代表、U18日本代表、高
校日本代表、U20日本代表。
秋田工業高３年時の花園で優勝した東海大
仰星と引き分け（トライ数で仰星が勝ち上
がり)｡
大学選手権は１年時に優勝、２年時と４年
時に準優勝。
東日本最高峰に位置するジャパンラグビー
トップイーストリーグＡグループに所属す
る秋田ノーザンブレッツの中心選手。
秋田県代表としても、恵まれた体格と豊富
な代表経験で得たスキルでチームを牽引す
る中心的な存在であり、日本全国のラグ
ビーファンが注目する選手。

モセイトゥバ志
シ オ
雄

フィジー出身、日本の大学に入学後、2019
年に秋田ノーザンブレッツ加入。
2017～2019年の日本男子セブンズ・デベ
ロップメント・スコッド（日本代表７人制
育成メンバー)｡
2020年に帰化。
相手ディフェンスが児玉に集中したところ
で、パスを受けてチャンスメイクできる選
手。

渡
ワタナベ
邊 魅

ミン ト
斗

空手道
成年男子

組手（重量級）

本来は中量級の選手、２か月前から練習を
しながらの体重増加に挑戦。当日ギリギリ
で重量級クリア！大学での厳しい練習と体
重増加に一心に取り組み、ミニ国重量級惜
しい試合ながら３位入賞。現大学２年空手
部、今後がさらに楽しみな選手である。

北
キタバヤシ
林 志

シオ ン
温

空手道
少年男子
組手

ミニ国体の個人戦から団体戦（１回戦から
決勝戦）の回を追うごとにスピードと反応
がよくなり、ミニ国で組手能力が開花。国
体での活躍が楽しみな選手になった。

高
タカハシ
橋 京

キョウタロウ
太郎 剣道

成年男子　先鋒
兄妹。
兄：京太郎はＲ３インターハイ団体２位。
妹：秋羽はＲ４栃木国体2位。高

タカハシ
橋 秋

シュ ウ
羽 剣道

少年女子　大将

池
イケダ
田 充

ミツ キ
槻

自転車
少年男子
１㎞ ＴＴ

昨年の栃木国体では１㎞ ＴＴで３位入賞、
今夏の函館インターハイでは、優勝の期待
がかかるも惜しくも第２位となる。自己ベ
ストタイムを出せなかったので、自己ベス
トを出して国体で雪辱を期す。

石
イシザキ
崎 真

マ イ ヤ
威弥

自転車
少年男子

ケイリン（ＫＲ）

将来、叔父（須藤卓：元競輪選手）のよう
に競輪選手を目指しており、この競技種目
に強い思い入れを抱いている。県体では惜
しくも第３位であったが、レース巧者でも
あり上位入賞の期待もかかる。

藤
フジタ
田 夏

ナツ キ
樹

自転車
少年男子

個人ロードレース

中学時代から自転車競技連盟主催のジュニ
アサイクルスクールにも参加し、個人的に
も各種のロードレースに出場してきた。東
北大会にも出場し、レース運びも少しずつ
上手くなっている。先頭集団に残れれば、
上位に食い込むことも期待できる。

嵯
サ ガ
峨 希

キラ ラ
来

自転車
女子

500ｍＴＴ

将来は、ガールズ競輪選手を目指してお
り、３年生の今年はタイムも少しずつ向上
してきている。調子を上げているので、自
己ベストが出れば上位入賞の期待もかか
る。

小
コマツ
松 勇

ユウ ト
斗

柔道
少年男子

６月に行われた第73回東北高等学校柔道大
会では66㎏級で優勝を果たした。チームの
中心としての活躍が期待される。

阿
ア ベ
部 琥

コ タ ロ ウ
太郎

８月のインターハイは81㎏級で三回戦に進
出した。ポイントゲッターとしての活躍が
期待される。

川
カワムラ
村 信

シン ジ
司

銃剣道
成年男子

監督兼務で責任は重いが、心技は充実して
いる。

松
マツオカ
岡 英

エイ チ
知 若手成長株、期待大である。

長
ナガオ
尾 一

カズヒロ
宏 東北総体では、５戦４勝と若手ながら実力

は十分。

選手名 競技種目 内　容（話題性）

加
カ ガ ヤ
賀谷 琉

ルイ

相撲
少年男子

金足農業高の２年生。昨年度の栃木国体か
ら出場しポイントゲッターとして活躍。今
年度は全県高校総体で、団体戦・個人イン
ターハイ予選・個人体重別３冠。大きな体
で器用な対応力を兼ね備えるチームの柱。

石
イシカワ
川 神

カン ウ
羽

金足農業高。１年生ながら主力選手として
起用され、今年度の全県高校総体では個人
インターハイ予選で加賀谷に次ぐ２位の成
績。東北高校総体でも個人戦準優勝を果た
すなど期待大のルーキー。

山
ヤマシロ
城　　結

ユウ 秋田北鷹高の２年生。今年度の全県高校総
体で軽量級で県勢初の優勝を果たした。

平
ヒラノ
野 颯

ハヤ ト
人 相撲

成年男子

大曲農業高－中央大（４年)｡高校時は県の
トップ選手として活躍し、現在では中央大
学レギュラー選手。今年５月に開催され
た全国大学選抜相撲宇佐大会では個人戦で
準々決勝に進出するなど成長を見せてい
る。

加
カトウ
藤 悠

ユウ ジ
二 卓球

成年男子

昨年度は全日本マスターズサーティの部で
優勝し、東北総合体育大会ではＴリーガー
にも勝利を収めている。先日の東北総合体
育大会においても秋田県チームのエースと
して活躍した。

藤
フジワラ
原　　健

タケシ
馬術
成年男子
馬場馬術競技

東北総合体育大会馬術競技・馬術競技成年
男子で第１位。
親子３人での入賞を目指す。

藤
フジワラ
原　さつき

馬術
成年女子
馬場馬術競技

東北総合体育大会馬術競技・馬術競技成年
女子で第２位。
親子３人での入賞を目指す。

藤
フジワラ
原　　駿

シュン

馬術
少年

馬場馬術競技
自由演技馬場馬術競技

東北総合体育大会馬術競技・馬術競技少年
で第２位。
親子３人での入賞を目指す。

小
コダテ
館 充

ミハ ル
華

陸上競技
成年女子
ハンマー投

昨年の国体では、２位に入賞。本年度も調
子がよく日本ランキング２位、国体では優
勝を目指す。

三
ミウラ
浦 夏

カレ ン
恋

陸上競技
少年女子Ａ
100ｍ、300ｍ

北海道インターハイにて、200ｍで５位に入
賞。
200ｍのスピードを活かし、300ｍでの入賞
を目指す。

後
ゴトウ
藤 瑞

ミズ キ
貴

陸上競技
成年男子
110ｍＨ

少年女子Ａ100ｍＨ・Ａ300ｍＨに参加の鳳
珈の兄。
兄妹での国体参加。

リレーチーム
陸上競技
成年少年男子
４×100ｍＲ

成年選手２名、少年選手Ａが100ｍ10秒台、
中盤を記録。
少年Ｂ100ｍの塩原も追い風ながら10秒台を
記録。
バトンワークを磨き、決勝進出を目指す。

木
キムラ
村 光

コウイチロウ
一郎

陸上競技
少年男子Ａ
300ｍ

インターハイでは、200ｍで準決勝まで進
出、決勝まであと少しであった。持ち前の
後半の伸びをいかし300ｍで下位入賞を目指
す。

佐
サトウ
藤　　将

ショウ
陸上競技
少年男子Ａ
300ｍＨ

インターハイでは、400ｍHで準決勝まで進
出、前半果敢に攻め300ｍ地点を組のトップ
で通過。
持ち味のスピードをいかした走りができれ
ば、下位入賞の期待がもてる。

佐
サトウ
藤　　惺

セイ
陸上競技
少年男子共通
走高跳

自己ベスト２ｍ04をクリアできれば、十分
に入賞可能。

岡
オカベ
部 倖

コウ ヤ
也

陸上競技
少年男子Ａ
やり投

自己ベストの63ｍ08は今年度高校ランキン
グ13位。
記録を更新し、下位入賞を目指す。

石
イシワタ
綿　　響

ヒビキ
陸上競技
少年男子Ｂ
円盤投

昨年国体２位の大信田の後輩。先輩に続き
国体までに記録を伸ばし、入賞を目指す。

長
ナガイ
井 慶

ケイスケ
介

バレーボール
少年男子

第１回アジアU16男子バレーボール選手権
大会のメンバーに選出され、国際大会での
経験がチーム力アップに繋がっている。高
校１年生でチームの司令塔となっており、
チームの躍進に期待している。

古
フルヤ
屋 龍

リュウノスケ
之介

第74回春高バレー大会ベスト４（３位）の
メンバー。今年の東北総合体育大会（ミニ
国）２位の原動力であり、国体でのチーム
上位成績が大いに期待される。

髙
タカハシ
橋 一

イッ タ
太



6

公益財団法人秋田県スポーツ協会　創立100周年記念式典

　令和５年５月21日（日)､秋田芸術劇場ミルハスにおいて、県スポーツ協会創立100周年記念式典が盛大に行
われました。各競技団体・地域体育団体や支援企業の代表者、選手など700名が出席し、功績を残した団体、
個人を讃えるとともに、次の100年に向けた新たな出発点として、秋田県スポーツの振興と発展のために、責
任を自覚し、努力を惜しまず貢献していくことを誓い合いました。
　本協会は、大正12年４月に､｢本県体育の振興は、社会人の手で」のスローガンのもと、９団体で発足しま
した。以来、100年の歴史を刻み、今日では加盟団体が85を数え、本県におけるスポーツの統一組織として、
スポーツを振興し、スポーツ秋田の発展に貢献してまいりました。
　鶴田有司県スポーツ協会会長の挨拶では、こうした今日までの県スポーツ協会の歩みと、平成19年に開催
された「秋田わか杉国体」や2021年に開催された「東京2020オリンピック・パラリンピック」の成功と感動
について触れ､｢スポーツの持つ力の大きさを実感した」と述べました。
　式典では、県スポーツ協会の運営などに功績のあった92団体、140人を表彰し、ご来賓からは、佐竹敬久県
知事をはじめ、北林丈正県議会議長、泉正文日本スポーツ協会副会長より、今後の本県スポーツの振興と県
スポーツ協会の発展のためのお祝いの言葉をいただきました。
　また、式典に先立ち「次の100年に向けて～これからの秋田県におけるスポーツの在り方について～」を
テーマにしたシンポジウムを開催しました。筑波大学大学院准教授の髙橋義雄氏をコーディネーターとして
お迎えし、総合型地域スポーツクラブを運営するＮＰＯ法人ブラウブリッツ秋田スポーツネットワーク理事
長の岩瀬浩介氏（ブラウブリッツ秋田社長)､県スポーツ協会理事で県相撲連盟会長などを務める潟上市長の
鈴木雄大氏、元バレーボール選手で日本女子体育大学准教授や日本スポーツ協会常務理事を務めるヨーコ
ゼッターランド氏、県保健体育課長などを務めたスポーツ庁地域スポーツ課長の橋田裕氏がパネリストとし
て登壇し、秋田県のこれからのスポーツの在り方についてそれぞれのお立場から意見が交わされました。
　引き続き開催された記念レセプションでも250人を超える参加者が集い、県スポーツ協会100年の歩みとこ
れからの秋田のスポーツについて大いに語り合い、盛会のうちにレセプションを終えました。
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創立100周年記念表彰者名簿 （順不同、敬称略）

《創立100周年特別感謝状》
○本県スポーツの振興並びに秋田県スポーツ協会の発展に顕著な功績のあった方及び企業・団体
小笠原　京　子　　　　　　茂　木　　　優　　　　　　石　垣　寿美子　　　　　　佐々木　　　翼
富士フイルムＢＩ秋田株式会社　　　　　 万六建設株式会社　　　　　　　　　　　 秋田いすゞ自動車株式会社
秋田ノーザンハピネッツ株式会社　　　　 東日本旅客鉄道株式会社秋田支社　　　　 株式会社秋田銀行
株式会社北都銀行 

《感謝状》
○秋田県スポーツ協会の財政運営を支援し、本会の発展に寄与した企業・団体
〈企業・団体〉
秋田運送株式会社 株式会社秋田ジェーシービーカード 東亜道路工業株式会社秋田営業所
秋田共立株式会社 株式会社秋田椿台ゴルフクラブ DOWAホールディングス株式会社秋田事業所
秋田県剣道連盟 株式会社秋田放送 東京美装興業株式会社鹿角事業所
秋田県厚生農業協同組合連合会 株式会社光輪技研 中田建設株式会社
秋田県信用組合 株式会社サキガケ・アド・ブレーン ニプロ株式会社大館工場
秋田県信用保証協会 株式会社さきがけプラスA 日本精機株式会社
秋田県武術太極拳連盟 株式会社佐藤海事 日本電機興業株式会社
秋田車体株式会社 株式会社サノ・ファーマシー ネッツトヨタ秋田株式会社
秋田白玉工業株式会社 株式会社しもむら 能代山本スポーツリゾートセンター「アリナス」
秋田信用金庫 株式会社東北ビルカンリ・システムズ 長谷川体育施設株式会社秋田営業所
秋田テレビ株式会社 株式会社八郎潟印刷 花岡土建株式会社
秋田ホーチキ株式会社 株式会社本間 文化シヤッター秋田販売株式会社
秋田瀝青建設株式会社 株式会社丸臣髙久建設 堀江建材株式会社
一般社団法人秋田県サッカー協会 株式会社友愛ビルサービス 松田グループ
一般社団法人秋田県薬剤師会 株式会社ルーラル大潟 むつみ建設株式会社
伊藤建設工業株式会社 厚生ビル管理株式会社 明治安田生命保険相互会社
医療法人久幸会 コクヨ東北販売株式会社秋田支店 山二建設資材株式会社
医療法人敬徳会　藤原記念病院 コマツ秋田株式会社 ユーアイ警備保障株式会社
医療法人祐愛会　加藤病院 佐田建設工業有限会社 有限会社佐々木製作所
株式会社秋田魁新報社 猿田興業株式会社 有限会社ティー・アイ・ティー
株式会社寒風 鹿前運輸株式会社 有限会社東立
株式会社菅与組 社会医療法人青嵐会 有限会社丸ノ内サービス
株式会社アイネックス 税理士法人秋田税経プランニング 有限会社雄駿
株式会社秋田温泉さとみ 全国農業協同組合連合会秋田県本部 ユナイテッド計画株式会社
株式会社秋田グランドリース 大堂電機自動車工業株式会社 由利工業株式会社
株式会社秋田国際カード タプロス株式会社 臨海砕石株式会社
辻 不動産株式会社 千代田興業株式会社 株式会社秋田魁新報印刷

〈個　人〉
秋　元　昌　貴 熊　谷　金次郎 西　村　悦　子 安　藤　　　進
佐　藤　卯兵衛 半　田　祐　毅 尾　形　　　隆 佐　藤　有　一
米　塚　善之助 金　子　良　雄 奈　良　正　人 渡　部　　　聡
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○秋田県スポーツ協会の組織強化に顕著な功績のあった方
鈴　木　洋　一 (故)小笠原　直　樹 奈　良　正　人 阿　部　芳　久
片　野　　　裕 茂　木　秀　悦 佐　藤　重　満

○加盟競技団体・学校体育団体の組織強化に顕著な功績のあった方
中　村　晴　二 籾　山　正　志 佐　藤　英　樹 金　森　幸　志
椎　名　　　厚 菅　原　弥三郎 斎　藤　公　咲 遠　藤　純　男
成　田　政　志 樋　渡　満　子 小松原　茂　雄 金　　　義　悦
出　雲　輝　彦 小　坂　　　誠 後　条　　　孟 国　枝　あつ子
田　中　忠　夫 松　田　慶　聖 小　宅　　　錬 佐　藤　　　薫

○加盟地域団体の組織強化に顕著な功績のあった方
一　関　敏　彦 柴　田　浩　紀 宮　越　雅　己 中　田　正　好
前　田　貞　一 工　藤　兼　雄 渡　邊　　　毅 成　田　昭　夫
加　藤　　　十 大　森　　　弘

《表彰状》
○国体で総合入賞３回以上の競技団体
秋田県スキー連盟　　　　　一般社団法人秋田県バスケットボール協会　　　　　秋田県レスリング協会
秋田県フェンシング協会  

○県スポーツ賞栄光賞（小・中学生の奨励賞を含む）を３回以上受賞した選手・指導者
生　田　康　宏 木　村　幸　大 向　川　桜　子 畠　山　香　恋
成　田　　　絆 湯　瀬　晃　成 宮　﨑　敬　太 湯　瀬　　　瞬
成　田　生　絵 土濃塚　悠　成 田　中　聖　土 藤　田　菜々瀬
石　垣　寿美子 中　村　和　司 齊　藤　実　祐 木　村　吉　大
本　田　千　佳 湊　　　祐　介 石　井　淳　一 黒　政　成　広
佐　藤　　　光 戸　島　義　夫 大　矢　孝太郎 舘　　　龍　星
鈴　木　隆　史 志　水　一　希 山　﨑　渉　真 根　岸　城　二
柳　澤　洸　太 森　　　知　史 斉　藤　大　輔 小笠原　真　人
野　村　直　子 黒　澤　早　苗 成　田　麻沙美 伊　藤　美和子
加　藤　三津子 小　松　　　恵 矢　上　若　菜 阿　部　優美香
佐々木　義　幸 橋　田　幸　華 阿　部　侑　太 岩　澤　　　侃
大　坂　　　昴 菊　地　　　憲 櫻　庭　功　大 多胡島　伸　佳
門　間　順　輝 山　田　修太郎 吉　川　航　平 米　澤　　　圭
米　澤　　　凌 佐　藤　亮　哉 松　岡　　　慧 鈴　木　莉　奈
高　橋　風　子 高　橋　夏　奈 伊　藤　夏　帆 安　部　慶　輝
松　渕　真　平 成　田　琉　夏 田　口　莉　帆 土　佐　千　乃
齋　藤　華　南 成　田　実　礼 佐々木　　　優 佐　藤　彩　乃

○国際優秀賞を受賞した者
松　本　麻　佑 永　原　和可那 田　中　志　穂 米　元　小　春

○新ロゴマークの作成者 
【最優秀賞】佐　藤　眞　緒
【優 秀 賞】青　木　悠　姫 米　沢　真　結
【佳　　作】池　田　桃　香 石　川　仁　奈 宇佐美　香　月

加　藤　詩　穏 齋　藤　絢　心 齋　藤　佑　華
佐々木　楓　菜 佐　藤　那　緒 佐　藤　舞　佳
髙　橋　ケ　イ 手　塚　友　埜 水　谷　友里愛

※100周年記念事業に際して寄付をいただいた皆様については、次号でご紹介いたします。
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第24期秋田県中学生強化選手指定証交付式

令和５年度秋田県中学生強化選手育成事業競技力向上研修Ⅰ

　平成23年度にスタートした秋田県中学生強化選手制度は、６月に第24期となる選手が指定されました。
　秋田県、秋田県教育委員会及び秋田県スポーツ協会の３者連名によるこの制度は、各競技団体が主催する強化練習や合宿、秋田県ス
ポーツ協会が主催する資質向上研修や体力測定、トレーニング研修等に参加できるほか、スポーツ医・科学の面からのサポートを受け
ることができます。
　第24期秋田県中学生強化選手に指定されたのは13競技の46名で、これまでに延べ1,198名が指定を受けています。この制度は、高校進
学後に全国制覇を成し遂げる選手も輩出しており、中学・高校年代の育成の一助となっています。

　指定証交付式では、第24期を代表してスキー競技（クロスカントリー）の清水快真選手（仙北市立神代中３年）が「全国で活躍し日
本を代表する選手となれるよう、人としても成長していきたい」と力強く決意表明をしました。交付式後は、選手はメディカルチェッ
クを、保護者は保護者プログラムを受け、秋田県中学生強化選手としての活動がスタートしました。

　８月27日（日）に、秋田県生涯学習センターにおいて秋田県中学生強化選手１年生から３年生の全学年を対象とし、競技力向上研修
Ⅰが開催されました。本研修では、競技力向上の土台となる「コミュニケーション｣｢メンタルトレーニング｣｢セルフケア」に焦点をあ
て、多様なプログラムのもと９競技47名の秋田県中学生強化選手が参加しました。
　メンタルトレーニングでは、メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手も活用した「マンダラチャート」を使って、目標を達成するた
めの具体的な行動を導き出しました。セルフケアマネジメントでは、セルフテーピングの実践を行い、怪我の予防や対処を学びまし
た。アスリート講話では、東京2020オリンピックの柔道女子70キロ級で見事金メダルを獲得した新井千鶴選手（三井住友海上火災保険
株式会社）から、自分で考えて行動する力の重要性や失敗を恐れず挑戦する選手像について、実体験を交えながらお話していただきま
した。
　閉講式では、柔道競技の田口悠歩選手（仙北市立神代中３年）が新たな決意を力強く発表し、研修の幕を閉じました。

メンタルトレーニング セルフケアマネジメント 新井千鶴講師
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第50回 東北総合体育大会 成績一覧
☆色塗りは国体出場権獲得競技☆

競　技　名 種　別　・　種　目 枠 第50回
(R5) 通過

アイスホッケー
成年男子 位
少年男子 位

水泳
少年男子

水球
2 － 位 －

女子 1 － 位 －
少年女子 ATS 2 － 位 －

サッカー
成年男子 1 3 位 ×
少年男子 3 5 位 ×
少年女子 2 5 位 ×

ボート

成年
男子

舵手付フォア 2 4 位 ×
ダブルスカル Ｓ 3 位 Ｓ
シングルスカル 2 3 位 ×

成年
女子

舵手付クォドルプル 1 2 位 ×
ダブルスカル 2 － 位 －
シングルスカル 1 － 位 －

少年
男子

舵手付クォドルプル 3 5 位 ×
ダブルスカル 2 3 位 ×
シングルスカル 3 6 位 ×

少年
女子

舵手付クォドルプル 2 2 位 ◎
ダブルスカル 3 3 位 ◎
シングルスカル 2 4 位 ×

フェンシング

成年男子 S 5 位 Ｓ
成年女子 2 1 位 ◎
少年男子 3 1 位 ◎
少年女子 2 2 位 ◎

バドミントン

成年男子 4 3 位 ×
成年女子 2 1 位 ◎
少年男子 2 3 位 ×
少年女子 Ｓ 3 位 Ｓ

カヌー

成年
男子

スプリントＫ－1 3 － 位 －
スプリントＣ－1 3 － 位 －
スラロームＫ－1 3 4 位 ×
スラロームＣ－1 1 － 位 －
ワイルドＫ－1 1 1 位 ◎

成年
女子

スプリントＫ－1 2 － 位 －
スプリントＣ－1 1 － 位 －
スラロームＫ－1 2 － 位 －
スラロームＣ－1 1 － 位 －
ワイルドＫ－1 1 － 位 －

少年
男子

スプリントＫ－1 4 － 位 －
スプリントＣ－1 3 － 位 －
スプリントＫ－2 1 － 位 －
スプリントＣ－2 1 － 位 －
スプリントＫ－4

少年
女子

スプリントＫ－1 3 － 位 －
スプリントＫ－2 1 － 位 －
スプリントＫ－4 1 － 位 －

ボウリング

成年男子 3 4 位 ×
成年女子 3 5 位 ×
少年男子 3 6 位 ×
少年女子 3 5 位 ×

ゴルフ
成年男子 Ｓ Ｓ
女子 Ｓ Ｓ
少年男子 3 6 位 ×

陸上競技
男子 S 6 位 Ｓ
女子 S 6 位 Ｓ

テニス

成年男子 3 6 位 ×
成年女子 3 5 位 ×
少年男子 Ｓ Ｓ
少年女子 Ｓ Ｓ

ホッケー

成年男子 1 5 位 ×
成年女子 1 － 位 －
少年男子 1 － 位 －
少年女子 1 － 位 －

ボクシング
成年男子 3 6 位 ×
少年男子 3 6 位 ×
成年女子 2 － 位 －

バレーボール

成年男子 2 3 位 ×
成年女子 2 5 位 ×
少年男子 3 2 位 ◎
少年女子 3 5 位 ×

ビーチ
バレーボール

少年男子 Ｓ Ｓ
少年女子 Ｓ Ｓ

体操

体操競技

成年男子 1 3 位 ×
成年女子 1 3 位 ×
少年男子 3 － 位 －
少年女子 3 5 位 ×

新体操 少年女子 3 4 位 ×

トランポリン
男子 2 6 位 ×
女子 2 2 位 ◎

競　技　名 種　別　・　種　目 枠 第50回
(R5) 通過

バスケットボール

成年男子 2 1 位 ◎
成年女子 2 2 位 ◎
少年男子 3 3 位 ◎
少年女子 3 3 位 ◎

レスリング
成年男子 Ｓ 1 位 Ｓ
少年男子 Ｓ 2 位 Ｓ
女子 Ｓ Ｓ

ウエイト
リフティング

成年男子 Ｓ 5 位 Ｓ
少年男子 Ｓ 6 位 Ｓ
女子 ※

ハンドボール

成年男子 2 5 位 ×
成年女子 2 5 位 ×
少年男子 2 5 位 ×
少年女子 2 5 位 ×

自転車
成年男子 Ｓ 5 位 Ｓ
少年男子 Ｓ 4 位 Ｓ
女子 Ｓ 1 位 Ｓ

ソフトテニス

成年男子 2 6 位 ×
成年女子 Ｓ 6 位 Ｓ
少年男子 3 5 位 ×
少年女子 3 5 位 ×

卓球

成年男子 Ｓ 5 位 Ｓ
成年女子 2 6 位 ×
少年男子 2 6 位 ×
少年女子 4 5 位 ×

軟式野球 成年男子 3 5 位 ×

相撲
成年男子 Ｓ 4 位 Ｓ
少年男子 Ｓ 2 位 Ｓ

馬術
成年男子

※ 5 位
◎

成年女子 ◎
少年 ◎

柔道

成年男子 2 3 位 ×
少年男子 Ｓ Ｓ

成年女子 44回大会から
『女子』 2 5 位 ×

少年女子

ソフトボール

成年男子 2 4 位 ×
成年女子 2 4 位 ×
少年男子 1 － 位 －
少年女子 1 4 位 ×

弓道

成年男子 3 5 位 ×
成年女子 3 4 位 ×
少年男子 2 5 位 ×
少年女子 2 5 位 ×

ライフル射撃

成年男子

※ 4 位

◎
成年女子 ×
少年男子 ◎
少年女子 ◎

剣道

成年男子 Ｓ 1 位 Ｓ
成年女子 2 2 位 ◎
少年男子 2 1 位 ◎
少年女子 2 2 位 ◎

ラグビー
フットボール

成年男子 2 1 位 ◎
女子 1 5 位 ×
少年男子 2 － 位 －

スポーツクライミング

成年男子 Ｓ 6 位 Ｓ
成年女子 2 5 位 ×
少年男子 3 4 位 ×
少年女子 2 － 位 －

アーチェリー

成年男子 2 4 位 ×
成年女子 2 4 位 ×
少年男子 3 6 位 ×
少年女子 3 4 位 ×

空手道

組手（全種別混合） Ｓ 2 位 Ｓ
成年男子

形

2 5 位 ×
成年女子 2 4 位 ×
少年男子 2 3 位 ※
少年女子 2 5 位 ×

銃剣道
成年男子 Ｓ 3 位 Ｓ
少年男子 2 5 位 ×

クレー射撃 成年
トラップ

※
スキート

なぎなた
成年女子

演技 Ｓ 5 位 Ｓ
試合 Ｓ 6 位 Ｓ

少年女子
演技 Ｓ 4 位 Ｓ
試合 4 4 位 ◎

｢／｣…未実施　｢Ｓ｣…ストレート出場　｢◎｣…通過　｢×｣…不通過　｢－｣…不出場
※ライフル射撃及び馬術は東北内で振り分け
※ウエイトリフティング(女子)は記録申告で決定
※空手道少年男子「形」東北特別枠で国体出場
※クレー射撃は隔年開催のため鹿児島国体未実施競技
《東北総体未実施（国体ストレート出場）競技》水泳(競泳・飛込・ＯＷＳ)､セーリング、トライアスロン
※冬季競技：スキ－、スケート
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令和５年度 全国高等学校総合体育大会 入賞一覧

令和５年度 全国中学校体育大会 Ｂ決勝入賞一覧

開催期間：７月22日(土)～８月21日(月)　　会場：北海道・山形県・栃木県・和歌山県
順位 競　技　名　（種　目　名） 氏　名　・　所　属
１位 相撲個人80㎏ 級 山城　　結（秋田北鷹高②）
２位 自転車男子１㎞ タイムトライアル 池田　充槻（六郷高③）
３位 レスリング男子125㎏ 級 織山　昭成（秋田商業高③）

５位

レスリング女子47㎏ 級 ※ベスト８ 鈴木　彩音（秋田南高③）
レスリング男子55㎏ 級 ※ベスト８ 山鹿　辰士（秋田商業高②）
レスリング男子65㎏ 級 ※ベスト８ 加成真之介（秋田商業高②）
陸上競技女子200ｍ 三浦　夏恋（秋田令和高③）

剣道男子団体　　　　　　 ※ベスト８
明桜高　　小松　　凜③ 湊　　歩樹③ 本間　廉基③
　　　　　川邉　湊大③ 土門　未來③ 土田　剛士②
　　　　　髙山　海斗②

水泳女子50ｍ自由形 髙橋　　凛（秋田北高②）

６位 ウエイトリフティング男子102㎏超級ジャーク 小玉　颯太（金足農業高③）
水泳男子200ｍ背泳ぎ 白鳥　航生（能代松陽高②）

７位 ウエイトリフティング男子102㎏超級トータル 小玉　颯太（金足農業高③）

令和５年度 全国中学校体育大会 入賞一覧
開催期間：８月17日(木)～25日(金)　　会場：徳島県・香川県・愛媛県・高知県
順位 競　技　名　（種　目　名） 氏　名　・　所　属
２位 相撲団体 鷹巣中　　長岐　征馬③ 岸野　光祐③ 和田　聖翔③
３位 柔道女子個人70㎏ 超級 齊藤優梨花（大曲中③）

５位
柔道男子個人60㎏ 級 佐藤　光鳴（桜中③）
柔道男子個人81㎏ 級 畠山　　彪（御野場中③）
柔道女子個人63㎏ 級 相場さつき（御野場中③）

順位 競　技　名　（種　目　名） 氏　名　・　所　属

４位 陸上競技女子４×100ｍリレー
城南中　　工藤　優里② 柴山　幸子③ エヨング稟和③
　　　　　佐々木心菜③ 佐藤　璃月② 関村なずな②

６位 陸上競技男子４×100ｍリレー 秋田南中　渡邊　結平③ 東海林隆辰② 大野　忠晴③
　　　　　渡邊　光徠③ 鈴木　秋翔② 渡辺　寛太②

※Ｂ決勝…予選においてＡ決勝進出者を除いた、記録上位８名の選手が競うレース
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　秋田県中学生強化選手の中から、第72回秋田県中学校総合体育大会で優勝した３名の選手に自身の競技の魅力について聞きました。

期待のジュニアアスリート vol.15

Q1. 競技との出会い・きっかけは？
　剣道競技を始めるきっかけとなったのは、父と姉の二人が先に剣道競技を始めており、自
分もそれに倣って自然と始めていました。
Q2. 競技の魅力・醍醐味は？
　競技を続けていくことで、礼儀作法が身につくことは勿論ですが、忍耐力も養うことがで
きることです。
Q3. 日々の練習で意識していることや大切にしていることは？
　毎日、練習を続けていく中で１番に意識していることは、昨日の自分より強くなることを
意識しながら日々稽古に励んでいます。
Q4. 県中総体ではどんなことを意識して望みましたか？
　今回の大会で２連覇がかかっていることが常に頭の中にありました。大会中はとても緊張
していましたが、先生や家族などの様々な人に支えてもらうことで大会に出場することがで
きた感謝と、誰よりも剣道をやってきたという自信を持って、試合で全て出し切るという強
い気持ちを持つことを意識しました。
Q5. 全国大会や東北大会で勝ち上がる為に必要だと感じたことは？
　今回、全国大会に出場して、勝ち上がっていく為に必要だと感じたことは、瞬間的に状況

が変わる場面が多いので、その場に応じて臨機応変に対応することができるメンタルが必要だと感じました。

Q1. 競技との出会い・きっかけは？
　両親がバスケットボールをしていて生まれた頃からずっと身近にこの競技があり、その影
響でバスケットボール部に小学 3年生の頃入部しました。
Q2. 自身のストロングポイントは？
　私のストロングポイントは持久力です。試合の時は、チームの誰よりも走るという気持ち
でプレーしています。
Q3. 県中総体では、どんなことを意識して臨みましたか？
　絶対に優勝する！という強い気持ちでプレーをしていました。引退がかかった試合だった
ので、一つ一つに集中し、決勝ではチームの仲間と楽しくバスケットをしようと思い試合に
臨みました。
Q4. 全国大会や東北大会で勝ち上がるために必要だと感じたことは？
　声を出すこととコンタクトの強さです。県外の学校は点数が入った時の盛り上がり方、コー
ト内でのコミュニケーション力が高いと感じました。また、リバウンドの時のコンタクトの
強さは県内では体験したことが無かったのでトップレベルの力に触れる良い機会でした。
Q5. 憧れの選手とその理由を教えてください。 
　憧れの選手は赤穂ひまわり選手です。ポジションが似ていますが、中も外も出来るオールラウンダーの選手なので私も赤穂
選手のような選手になりたいです。

Q1. 競技の魅力・醍醐味は？
　コンタクトプレーだと思います。他の球技とは違い、球技でありながら身体を当ててプレー
できるのがラグビーの 1番の魅力だと思います。
Q2. 県中総体で優勝につながった要因は何だと思いますか？
　小学校時代から一度も勝つことが出来なかった相手にリベンジできる最後のチャンスだと
いう思いを、チーム一丸となって共有できたことだと思います。
Q3. 全国大会や東北大会で勝ち上がるために必要だと感じたことは？
　チームの士気を上げていくことです。試合中に士気が下がってしまう場面があるので、ま
ずは気持ちで相手を上回るためにも、全員で声を出して盛り上げることが必要だと感じまし
た。
Q4. 憧れの選手とその理由を教えてください。
　兄の金森珀選手です。プロ選手にも憧れはありますが、兄のようにいつもラグビーフット
ボールに懸命に取り組んでいきたいです。
Q5. アスリートとしての将来の夢は？

　高校進学後に花園ラグビー場での全国大会に出場して活躍し、いずれは日本を代表する選手になりたいと思っています。

小
お の
野　　翔

しょう

( 角館中　3年 )
剣道競技

佐
さとう
藤 珠

しゅ り
里

( 秋田東中　3年 )
バスケットボール競技

金
かなもり
森　　玲

れい

( 将軍野中　3年 )
ラグビーフットボール競技
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秋田県スポーツ少年団創設60周年記念事業
第60回秋田県スポーツ少年大会(兼)令和５年度秋田県ジュニア・リーダースクール

●期　日　７月28日（金）～30日（日）
●会　場　秋田県立田沢湖スポーツセンター
●参加者　小学５年生～中学３年生55名、
　　　　　引率指導者８名、県リーダー会員７名
　　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、３年ぶり
の開催となりました。
　　野外活動やスポーツ、集団生活など２泊３日で行い、
各市町村の団員と交流を深めました。
　　また、県リーダー会もプログラムを立案、運営しリー
ダーとしての資質向上の場ともなりました。
●参加者の感想
　小日山泰雅（小６）大潟村（大潟小野球）
　　ボッチャは障がい者でも一般の人でも楽しめるスポー
ツで、パラスポーツに興味を持った。小運動会はみんな
と協力して楽しいスポーツがたくさんできた。特に大縄
跳びはみんなで協力してできたので楽しかった。
　三政湖乃美（小５）大館市（SNOW）
　　文化学習活動で、田沢湖や田沢湖にいたクニマスにつ
いて知ることができました。アウトドアクッキングや自
由交流のときは、他の子たちと仲を深めることができて
楽しかったです。トレッキングやボルダリング、パラス
ポーツ、ニュースポーツではやったことのないことをた
くさんさせてもらって、貴重な体験ができてよかったで
す。

　夏期は３種目において、競技を通じて交流を深めました｡

●サッカー
　６月17日～18日（あきたスカイドーム）
　●参加数　32団　736名
　●優勝　仁井田サッカースポーツ少年団

●軟式野球
　８月８日～11日（さきがけ八橋球場）
　●参加数　16団　314名
　●優勝　西仙北Ｂ.Ｃスポーツ少年団

●バレーボール
　７月29日～30日（CNAアリーナ☆あきた）
　●参加数　54団　674名

●優勝（各ブロックごと）　Ａ：象潟　Ｂ：VCフェニックス　Ｃ：金浦　Ｄ：雄和
　Ｅ：VCうご　Ｆ：大曲　Ｇ：港北　Ｈ：旭南　Ｉ：VC YOKOTE　Ｊ：能代ドリーム
　Ｋ：桜　Ｌ：きみまちウィンズ　Ｍ：大雄　Ｎ：牛島　Ｏ：秋田ブレイザーズ　Ｐ：仁井田

第46回秋田県スポーツ少年団(競技別)交流大会



14

令和５年度テクニカルアドバイザー紹介
　私は現在、県内の各学校を巡回し
て柔道の指導を行いながら、自分自
身の練習にも取り組んでいます。高
校は、秋田高校 ･ 秋田商業高校 ･ 秋
田工業高校 ･ 本荘高校 ･ 大曲農業高
校を巡回し、中学校は御野場中学校
･山王中学校で指導を行っています。

私がテクニカルアドバイザーとして目標にしていることは、国民体育大会で優勝する
ことです。近年、国民体育大会では、思うような成績を残す事ができていないので、
私が生徒と実際に組みながら細かい技術の指導や筋力の強化を行っています。その成
果もあり、先日行われた東北大会では多くの入賞者を出すことができ、他県の強い選手とも互角に戦えるようになりました。今回の経
験を生かして全国 ･世界大会などの大舞台で活躍できるような選手になって欲しいです。生徒にたくさんの経験をしてもらい柔道で得
られる楽しさや充実感を伝えていきたいと思っています。

　テクニカルアドバイザーとして２年目になりま
す。活動は主に高校生や中学生への指導と選手とし
て国体での点数獲得を目標とした日々のトレーニン
グです。指導者としては、全国クラスの大会での上
位入賞とその後の大学、社会人のカテゴリーで活躍
する人材の育成を目標に、「考える」ことの重要性
を伝えることに重きを置いています。競技について

考え取り組む習慣がつくことは、上のカテゴリーで活躍するためには必須であり、また、競技につ
いての考えが深まれば、質の良い指導を行う指導者になる可能性も高くなると考えています。選手
としては昨年度の本国体７位入賞よりも上を目標にし、トレーニングに励んでいます。バレーボー
ルのプロチームがない秋田県において、トップは国体成年チームであり、活躍を県民に届けること
が選手としての使命だと感じています。これらの活動が、秋田県のバレーボール競技における普及と競技力向上のために私が取り組む
テクニカルアドバイザーとしての活動であり、今後も尽力していきたいと思います。

　県内の一人でも多くの方に新体操の魅力を感じていただけるよう、新体操競技の普及
活動と競技力向上のための指導を行っています。
　年齢や身体機能のレベル、経験、目的や目標の異なる選手たちへの指導は、日々子ど
もたちから学ぶことが多く、毎日が充実しています。
　今年度は、主に高校生を指導し、少年女子
チームは本国体出場を逃してしまいましたが、
その悔しさを胸に出場した北海道インターハ

イでは、入賞まであと一歩に迫る迫力ある演技をすることができました。
　大学を卒業して、秋田に帰ってきてから６年目になります。地元秋田への恩返しの想いや後
輩たちへの期待を込めて、新体操をやってよかったと選手たちが思えるような指導を心がけて
います。音楽に合わせて自分やチームの作品の物語や想いを手具と身体の動きで表現すること
ができるのが新体操の魅力です。演技を通して踊り手の魂や、努力が伝わる技には胸を打たれ
るものがあります。

　テクニカルアドバイザーとして２年目になり、選手として国民体育大会で優勝を目指
しています。昨年の国民体育大会では、３位という結果になってしまい、今後に大きく
課題の残る結果になってしまいました。今年こそ
は優勝するために、自分自身の課題であるポイン
トの取り方の改善を目指してきました。指導者と
しては、中学生や高校生の技術向上を目指し、自
身の持つ技術や YouTube などの SNS を活用し

ながらトップレベルの選手や指導者の技術を学んでいます。技に対する理解を深めてから選手に
指導を行い、試合で有利な展開を作れるように、実践練習で積極的に技を使い、試合でも使える
ように指導を行っています。
　選手としても指導者としても、国民体育大会や全国大会で優勝を目指し日々の練習に力を入れ
ています。

柔道競技
佐
さとう
藤　　光

ひかる

バレーボール競技
小
こまつ
松 一

かず や
哉

体操競技（新体操）
七
ななお
尾 真

ま ゆ
結

レスリング競技
安
やすだ
田 拓

たく と
斗
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　テクニカルアドバイザーとし
ての活動も５年目を迎えました。
ただ活動するだけでなく秋田県
のため何を残せるかを常に考え
ています。選手としては国体や
全日本で優勝することで県民の
皆さんやお世話になっている

方々へ元気を与えることが一番の目標です。１年目の茨城国体で優勝したとき
の県民の皆さんや周りの方々の喜びは今でも忘れられません。指導者としては今後秋田県から全国、世界の舞台で活躍できる人材を育成
しようと小学生から高校生まで指導しています。フェンシングの良いところである「小学生から高校生、社会人までが一緒に練習を行う」
ことで楽しみながら、少しずつ競技力が向上してきています。またフェンシングは異年齢との交流が多いため、技術だけでなく人間的
にも成長していけることも魅力です。そうして成長した選手たちが将来秋田県を支えてくれること、全国・世界で活躍することを願い、
日々の活動に取り組んでいきます。

　テクニカルアドバイザー
初年度、国体バスケットボー
ル競技総合優勝を実現する
ため、自力ある成年男女に
追従する少年男女の本大会
出場が最大の鍵です。少年
男女練習会参加、スタッフ・

選手とのコミュニケーション、現状および他県情報を踏まえ今後のテーマな
ど課題を具体化しミッションを遂行しております。更に次年度以降を鑑みア
ンダーカテゴリーの人材発掘のため地区大会視察、指導スタッフとの連携・
情報交換を実施し次年度国体に備えています。まだまだ、見えていない課題があると思いますが、有力選手が県
内で活躍できる魅力ある県代表チームを目指し関係各位の皆様と力を合わせたいと考えております。

　今年から選手兼指導者として
ラグビーに関わっています。選
手としては秋田ノーザンブレッ
ツで、指導者としては秋田工業
高校で活動しています。基本
的なハンドリングスキルやキッ
ク、ボールキャリーなどを指導

することで、自分のスキルの再確認もできる上に新たな課題やそれまでは気づ
けなかった解決法なども出てくるので毎日が充実しています。選手としては週
４回の練習でスキルやナレッジを磨いています。今年秋田ノーザンブレッツはリーグワン参入を表明しました。そのため今年の成績は
これまで以上に大事になってきます。毎日ラグビーに関わることができ、日々選手としても指導者としても成長していると感じます。そ
のような中でリーグワン参入に向けチャレンジできることを、とても幸せに感じるとともに、秋田のラグビーを背負って戦うという緊
張感やプレッシャーも感じます。指導者としても選手としても勝負の一年を最後まで全力で駆け抜けたいと思います。

　今年の目標は鹿児島国体での優
勝です。昨年は３連覇を逃し、悔
しさの残る苦しい結果となりまし
た。優勝を奪回すべく、更なる
フィジカル強化と技術向上に向
け、日々練習をしています。国体
をはじめ、攻撃でどれだけ得点で

きるかが自分のリズムを作る上では重要なので、特に攻撃面の強化を図っていま
す。指導者としては、国体での少年チームの上位入賞を目標に日々ジュニアチー
ムの指導を行っています。男子に関しては昨年の７位入賞以上の成績を目指し、
女子に関しては新戦力が加わり若いチームでベスト８以上を目標としています。更にはフェンシングを始めたばかりの小学生などへの
指導やタレント発掘での指導など様々な世代と関わっている中で、練習内容を工夫することや、言語化をして分かりやすく伝える為に
自分の中で理解力を深めてより円滑なコミュニケーションを図れるよう、昨年以上に指導にも力を注いでいます。

フェンシング競技
吉
よしだ
田 花

はなみち
道

バスケットボール
競技

長
は せ が わ
谷川 聡

さとる

ラグビー
フットボール競技
児
こだま
玉　　樹

いつき

フェンシング競技
松
まつぶち
渕 真

しんぺい
平

９人目は次号で紹介いたします。ラグビーフットボール競技　　ソキヴェタ　モセセ　ワガイラドヴ

世界を動かそうと思ったら、まず自分自身を動かせ。
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オフィシャルパートナー

秋田市寺内字蛭根 85-7
秋田いすゞ自動車株式会社

秋田市保戸野すわ町 6-16
厚生ビル管理株式会社

秋田市山王臨海町 1-1
株式会社秋田魁新報社

鹿角郡小坂町小坂鉱山字尾樽部 60-1
DOWAホールディングス株式会社秋田事業所

秋田市川尻町字大川反 170-92
富士フイルム B I 秋田株式会社

横手市横手町字大関越 91-1
ヨコウン株式会社

厚生ビル管理株式会社

オフィシャルサポーター

秋田市御所野湯本三丁目 1-5
山二建設資材株式会社

秋田市大町三丁目 3-18
秋田信用金庫

秋田市山王三丁目 2-1
株式会社秋田銀行

秋田市川尻大川町 9-48
コマツ秋田株式会社

秋田市土崎港相染町字浜ナシ山 55-2
佐田建設工業有限会社

【個人会員】

秋　本　昌　貴
安　藤　　　進
伊　藤　　　彊
尾　形　　　隆
鍛　冶　　　伸
金　子　良　雄
熊　谷　金次郎

佐々木　岩　男
佐　藤　卯兵衛
佐　藤　重　満
佐　藤　有　一
田　原　隆　雄
奈　良　正　人
西　村　悦　子

半　田　祐　毅
茂　木　秀　悦
山　内　輝　誠
米　塚　善之助
渡　部　　　聡
渡　邉　　　剛

賛助会員 ※五十音順（敬称略）

大館市中道三丁目 1-50
花岡土建株式会社
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賛助会員
秋田運送株式会社
秋田共立株式会社
秋田県厚生農業共同組合連合会
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会
秋田県自動車販売店協会
秋田県武術太極拳連盟
秋田車体株式会社
秋田白玉工業株式会社
秋田中央交通株式会社
秋田テレビ株式会社
秋田ファイバー株式会社
秋田ホーチキ株式会社
伊藤建設工業株式会社
伊藤工業株式会社
一般社団法人秋田県サッカー協会
一般社団法人秋田県薬剤師会
医療法人久幸会
医療法人久盛会
医療法人敬徳会藤原記念病院
羽後電設工業株式会社
エス・プロジェクト有限会社
奥羽電気設備株式会社
株式会社アイネックス
株式会社秋田エアー・センター
株式会社秋田グランドリース
株式会社秋田国際カード
株式会社秋田魁新報印刷
株式会社秋田ジェーシービーカード
株式会社秋田椿台ゴルフクラブ
株式会社秋田デンカ
株式会社英雄
株式会社Ｍ・Ｓ・Ｃ
株式会社加藤建設
株式会社寒風
株式会社共進
株式会社きれい
株式会社光輪技研
株式会社コネクト
株式会社財産コンサルティング
株式会社サキガケ・アド・ブレーン
株式会社さきがけプラスＡ
株式会社ＪＥＳ
株式会社菅与組
株式会社髙橋店装
株式会社東北ビルカンリ・システムズ
株式会社東北用地測量社
株式会社日産サティオ秋田
株式会社長谷忠
株式会社フルゥール
株式会社丸臣髙久建設
株式会社藪崎動力工業
株式会社友愛ビルサービス
株式会社ユーランドホテル八橋
株式会社ルーラル大潟

吉川税理士事務所
清美食堂
ケン開発株式会社
合同会社ワンハート秋田
コクヨ東北販売株式会社秋田支店
猿田興業株式会社
司法書士法人岡田事務所
社会医療法人青嵐会
社会医療法人正和会
全国共済農業協同組合連合会秋田県本部
創和技術株式会社
大堂電機自動車工業株式会社
ダイドードリンコ株式会社
タプロス株式会社
千代田興業株式会社
辻兵商事株式会社
辻不動産株式会社
東亜道路工業株式会社秋田営業所
東京美装興業株式会社鹿角事業所
東北通商株式会社
中田建設株式会社
ナベシマ時計店
なべや製麺株式会社
ニプロ株式会社大館工場
日本精機株式会社
ネッツトヨタ秋田株式会社
長谷川体育施設株式会社秋田営業所
ファイオン株式会社
藤髙自動車興業株式会社
文化シヤッター秋田販売株式会社
ベスト・プラン株式会社
ホームテック株式会社
堀江建材株式会社
万六建設株式会社
むつみ建設株式会社
ユーアイ警備保障株式会社
有限会社クリック
有限会社佐々木製作所
有限会社佐藤養助商店
有限会社スタジオウエブ
有限会社東立
有限会社松村鉄工
有限会社丸ノ内サービス
有限会社三浦醤油店
有限会社村田弘建築設計事務所
有限会社雄駿
有限会社和幸会計マネジメント
豊興産株式会社
吉田ビニール株式会社
臨海砕石株式会社
ロイヤルモーター株式会社
鹿前運輸株式会社

８月末日受付まで

※五十音順（敬称略）
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笹川スポーツ財団　チャレンジデー2023
～令和５年５月31日（水）開催～

　1993年から始まった笹川スポーツ財団が主催する『チャレンジデー』は、毎年５月の最終水曜日に実施さ
れ、人口規模がほぼ同じ自治体同士で、15分間以上継続して運動やスポーツを行った住民の参加率を競い合
うというルールで行う住民総参加型の大イベントです。これまで秋田県は、1995年の琴丘町（現在の三種
町）の参加を皮切りに2015年からは、秋田県内全ての市町村が参加し、決起集会を開催するなど住民総参加
型スポーツイベントとして定着してきました。しかし、2020年の新型コロナウイルス感染症拡大による中止
から県内外の市町村の参加率が激減し、今年度を最後にその役割を終えることとなりました。
　最後のチャレンジデーは、全国で67自治体（35市、27町、５村の1,080,566人）が参加しました。秋田県
は、９市町村が参加率の競い合いに参加し、６市町村が対戦なしのオープン参加という内容でした。当協
会、県スポーツ振興課、県スポーツ科学センターでは、これまでのお礼を込めて正式参加した９市町村全て
に激励訪問を実施しました。各市町村とも趣向を凝らす内容でイベントを開催しており、今後市町村独自の
スポーツ実施率向上に役立つ、イベント開催ができることを確信しました。
　これまで31回の住民総参加型スポーツイベントを主催していただいた笹川スポーツ財団に感謝を申し上げ
るとともに、今後は秋田県と各市町村が連携を取りながらさまざまなプログラムを企画し『健康寿命日本
一』を目指して取り組んで行くことが必要であると感じました。

男鹿市：なまはげ健康ウオーキング

大館市：チャレンジデー開始式 鹿角市：みんなでラジオ体操

北秋田市：伊勢堂岱ウオーク
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『アスリート就職支援出張相談』報告
第62回　秋田県陸上競技選手権大会　兼　第74回　県民体育大会陸上競技

第50回東北総合体育大会陸上競技選手選考会　兼　特別国民体育大会陸上競技選手選考会

　令和５年６月29日（木）～７月２日（日）初めての試みで大会会場に出向いてのアスリート簡易就職相談を開催
しました。県外在住で活躍している陸上競技アスリート学生を中心に指導者からも相談がありました。記載された
アンケート内容と簡易聞き取りで実施しました。アンケート回収は11通、50部準した資料は最終日残り19部と思い
のほかお持ちいただきました。関係者情報では大学生の参加が少なかったようですが、意外にも１年次から３年次
と若年次学生からの相談がありました。Q.Aターンについては⇒（半数の方がまだわからない）Q.現役続行につい
ては⇒（⅔  の方がどちらとも言えない）Q.秋田県のアスリート就職支援については⇒（ほとんどの方が　関心あ
り・内容について聞いてみたい・支援を希望する）との回答がありました。
　中には、１年次でAターンを決めており、支援を希望し早々に登録、オンライン相談を手始めに支援開始してい
る学生さんもおります。早めの就労意識を持ち将来進路の選択肢をできるだけ持ち合わせ、Ａターンにも関心を
持ってくれる方が増えてくだされば幸いです。今後またこのような機会があればできるだけ対応したいと考えてお
ります。



《2023アスリート支援・企業セミナー》の予告案内
日時　令和５年11月15日(水)　　　14：00～16：00
ハイブリット形式(秋田市内ホテル ＋ オンライン)
主催　秋田県・(公財)秋田県スポーツ協会　　　　　

〈主な内容〉
　　　　　　　　 第一部 　アスリート競技活動サポート事業について

悲願のオリンピック出場なるか
　　　　　　　　　　　☆カヌー　　　　　三島廉選手　佐々木将汰選手　　　万六建設(株)　
　　　　　　　　　　　☆フェンシング　　安部慶輝選手　　(医)久盛会　秋田緑ヶ丘病院
　　　　
　　　　　　　　 第二部　アスリート就職支援活動の紹介
　　　　　　　　　　　☆就職支援PR活動
　　　　　　　　　　　☆移住・定住促進事業とのタイアップ
　　　　
　　　　　　　　 第三部　仕事と競技の両立＆様々な仕事とアスリート
　　　   　　　　　　　☆ヨコウン(株)　髙橋駿平選手　ライフル
　　　　　　　　　　　　　他５社ほど予定しております。

※イベント司会　シャバ駄馬男氏

■問い合わせ　担当：アスリート就職推進アドバイザー　佐々木功　「秋田トップアスリート無料職業紹介所」

（公財）秋田県スポーツ協会　スポーツ推進課内       Tel 018-864-8094
E-mail akitaikyo0711@yahoo.co.jp　　　　HP あきたアスリート就職支援  検索
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３月
　　12日　バドミントンのドイツオープン女子ダブルスで志田千陽（八郎潟町出身)･松山奈未組が準優勝
　　21日　バスケットボールの全日本社会人チャンピオンシップでJR東日本秋田が準優勝

４月
　　９日　レスリングのアジア選手権男子グレコローマン77㎏級で櫻庭功大（秋田商業高出身）が３位
　　17日　2025年の国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会を鹿角市花輪スキー場で開催することが決定

５月
　　30日　硬式野球ポニーリーグU12日本代表に佐々木琥央（泉中１年）が選出
　　31日　今年で最後となるチャレンジデーが行われる

６月
　　10日　第107回日本陸上競技選手権大会・混成競技が秋田市雄和の県営陸上競技場で開催
　　13日　サッカーの女子ワールドカップ日本代表に石川璃音（秋田市出身）が選出
　　　　　日本フェンシング協会はミラノで開催される世界選手権の日本代表に齋藤華南（秋田商業高出身）が選

出
　　25日　第24期中学生強化選手として13競技46人を指定

７月
　　９日　バドミントンのカナダオープン女子ダブルスで志田千陽（八郎潟町出身)･松山奈未組が優勝
　　　　　永原和可那・松本麻佑組（北都銀行）が準優勝

８月
　　３日　世界ユニバーシティ夏季大会の武術太極拳で庄司理瀬（県連盟）が２位

県内スポーツの主なできごと

３月13日　第３回定例理事会
　•令和５年度事業計画及び収支予算(案)について
　•定款の一部改正(案)について
　•規程の一部改正(案)について
　•新スポーツ協会ロゴマークについて
　•臨時評議員会の招集について

３月13日　第２回秋田県スポーツ賞選考委員会・４賞
選考委員会

３月23日　臨時評議員会
　•定款の一部改正について

4月13日　第１回審査委員会
　•創立100周年記念表彰受賞者候補について

５月９日　第１回臨時理事会
　•定時評議員会招集について
　•秋田県スポーツ少年団本部長・副本部長の承認に
ついて(案)

５月９日　100周年記念事業第１回実行委員会

６月１日　第１回定例理事会
　•令和４年度事業報告及び決算報告書(案)について
　•理事会推薦の次期理事候補者(案)について
　•評議員の定数変更について
　•規程の一部改正について

６月26日　定時評議員会（書面決議）
　•令和４年度事業報告及び決算報告書(案)について

会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）
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　本誌は、「燃ゆる感動かごしま国体」主会期前の編集を経ての発行となりますので、国体における本県選手団の活
躍の様子については、次号で掲載させていただきます。本誌の発行にあたり、御多用の折、取材・原稿執筆、写真の
提供など御協力くださいました皆様、ありがとうございました。

編集編集
後記後記

想像から創造へ
あらゆるニーズにお応えする （印刷・製本）

〒010-0951 秋田市山王七丁目 5-29
TEL 018-862-8760　 FAX 018-863-0005
URL http://www.matsubarainsatsu.co.jp

　•理事及び監事の選任について
　•評議員の定数変更(案)について
　•規程の一部改正について

６月26日　第２回臨時理事会
　•代表理事及び業務執行理事の選任について
　•業務執行理事の分掌及び専門委員会の構成につい
て

　•役員等推薦委員会の委員の選任について

７月13日　第１回スポーツ医・科学委員会
　•国民体育大会帯同ドクター・ATの派遣計画につ
いて

　•アンチ・ドーピング活動の取り組みについて

７月13日　第２回審査委員会（書面決議）
　•公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導
者等表彰について

■常勤理事
　専 務 理 事　千葉　雅也

■事 務 局
　事 務 局 長　飯坂　尚登

■総 務 課
TEL 018-864-8090

　課　　　長　木村　浩史
　課 長 代 理　森田　佳子
　職　　　員　大庭美保子
　職　　　員　佐藤　隆子
•ブランディング担当
　　　　　　　谷山　隆幸

■スポーツ少年団室
TEL 018-866-3916

（兼）室　長　飯坂　尚登
（兼）室長補佐　久米　克弥
　主　　　査　二階堂直子
　職　　　員　七尾　　恵

■スポーツ推進課
TEL 018-864-8094

　課　　　長　久米　克弥
　専　門　員　成田　　聡
　職　　　員　中川トシ子
　職　　　員　下地　知美
•アスリート就職推進アドバイザー
　　　　　　　佐々木　功

■競技力向上対策課
TEL 018-864-8091

　課　　　長　佐藤　　興
　課 長 代 理　安田　　竜
　強化専門員　金野　拓真
　職　　　員　富田由紀子

■ジュニア育成アドバイザー
　　　　　　　大貫　葉子
　　　　　　　保坂　　健

■テクニカルアドバイザー
　小松　一哉（バレーボール）
　七尾　真結（新体操）
　安田　拓斗（レスリング）
　吉田　花道（フェンシング）
　松渕　真平（フェンシング）
　佐藤　　光（柔道）
　長谷川　聡（バスケットボール）
　児玉　　樹（ラグビーフットボール）
　ソキヴェタ モセセ ワガイラドヴ
　　　　　　（ラグビーフットボール）

令和５年度（公財）秋田県スポーツ協会職員紹介
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秋田県内 DOWAグループ

地球を舞台とした事業活動を通じて、

豊かな社会の創造と資源循環型社会の構築に貢献します。

厚生ビル管理株式会社

建築物総合管理業

〒 秋田市保戸野すわ町６番 号

： ：

秋田市川尻町字大川反170-92　TEL018-823-4645

ドキュメント共有を支援するクラウドサービス

社内 社外

WorkingFolder

どこからでもアクセス可能、テレワークの推進を支援

クラウド上でドキュメントを共有し情報漏えいリスクを軽減。
業務効率化をご支援いたします。

WorkingFolder

株式会社秋田銀行

コマツ秋田株式会社

山二建設資材株式会社

秋田信用金庫

佐田建設工業有限会社

花岡土建株式会社

Offi  cial Partner

Offi  cial Supporter
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スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 ミーティングルーム
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室 　　　　　　　　　　

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322

株式会社 M・S・C 「M’s スポーツクラブ」
                

   
    

                

    

1号店：土崎教室

3号店：雫石教室

2号店：御所野教室

TEL:070‐5325‐2412  FAX:018‐828-3309 Mail:mspclub@yahoo.co.jp
☆★☆2歳から 80歳代までの体操教室！大人の健康運動クラスやアクロバットクラスも大人気☆★☆

テーマ【体験・経験・発見】 バク転を体験して難しい技を経験して新しい発見を見つけませんか？？？

号店：御所野教室

４号店：K-POPダンス教室

2023年

世界選手権出場

南一輝の応援も

お願いします。

資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

株式会社松　田  　　

株式会社湯沢生コン

株式会社丸栄建設

株式会社出羽運輸　

株式会社エイコウ物産  　

本　社 / 湯沢市字鶴舘 39-4　TEL.0183-73-0188

地域の発展とともに

松田グループ

事業内容─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人

　　　  秋田税経プランニング
　　　　　税理士  髙　橋　真　一
　　　　　税理士  菅　谷　　　浩

本　　店／秋田市南通亀の町４番９号  　　Tel.018-833-4022
菅谷会計／秋田市土崎港東二丁目16番24号  Tel.018-845-5648

ナイスアリーナで

合宿してみませんか。

施設内には合宿棟も

あります！

  由利本荘総合防災公園　ナイスアリーナ
　　〒０１５ｰ００１３

　　秋田県由利本荘市石脇字田尻野１８番地
　　（国道７号線沿い　ハローワーク本荘様向い）
　　ＴＥＬ：０１８４ｰ２２ｰ０００１
　　ＦＡＸ：０１８４-２５ｰ７０８０
　　ＨＰ：https://shisetsu.mizuno.jp/m-7619

秋田のアスリートたちを応援しています
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